
好奇心のアンテナを世界に向けて、
想像力はどこまでも。

右上）タンザニア、タンガニーカ湖で船を造
る人々。右下）風の谷と呼ばれるパキスタン、
フンザの河を渡るジープ。左上）アフリカで
最も美しいと称されるヒンバ族。左下）アル
ファベット発祥の地とも言われるレバノンの
ビブロス遺跡。　写真／佐々木拓史

Think the Earthする50冊



地球ってどんな星？　
知らないこと、知りたいこと、いろいろあるから面白い。
地球の魅力を再発見し、
世界をぐんと広げてくれるおすすめ本、50冊をご紹介。

Think the Earthする50冊
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宇 宙 ・ 天 体

社 会 ・ 文 化

地 理 ・ 旅

137億光年のヒトミ
地球外知的生命の謎を追う

01

137億光年先まで見られる望遠鏡で地球外知
的生命体を探す、兵庫県立西はりま天文台の
研究者の奮闘記。地球外生命がテーマだけれ
ど、地球の人間の熱さが伝わってきて、望遠
鏡設置の瞬間には思わず涙します。この望遠
鏡、一般に公開されているものとしては世界
最大なんだそうです。鳴沢真也著／草炎社

あさ／朝
02

詩人の谷川俊太郎さんと、カナダをフィール
ドとしている風景写真家・吉村和敏さんの二
人の作品で織り成された写真詩集。左から読
むと写真絵本、右から読むと詩集。谷川さん
が「朝」をうたった詩がこれほどあったとは。
「朝のリレー」だけではないんです。谷川俊
太郎著、吉村和敏写真／アリス館

天と地 HEAVEN&EARTH　
肉眼で見えないもの

03

ミクロからマクロ、原子から銀河まで、普段
私たちが目で見ることのできないさまざまな
“宇宙” を目の当たりにできるビジュアルアー
トブック。まさに、感嘆の連続！「もうひと
つの世界」を体験できます。各写真の解説文
もしっかりしていて、巻末の用語集も便利で
す。アマンダ・レンショー編／ファイドン

フルムーン
04

人類初の月面旅行を記録したNASA秘蔵の写
真を時系列に再構成。アポロ計画から四半世
紀、世紀の変わり目（1999）に発行された
20世紀の遺言のような写真集です。月を見
ることは地球を見ること。写真を見た後で夜
空の月を見上げると、一層深い感動がこみ上
げてきます。マイケル・ライト著／新潮社

百億の星と千億の生命
05

天才物理学者であり、天文学者であり、あま
りにも有名な宇宙に関するドキュメンタリー
番組、「コスモス」で広く知られるカール・
セーガンが、病と闘いながら書いた最後の書。
地球温暖化という “待ち伏せ” と、その待ち
伏せから逃れるための提言などが力強く綴ら
れている。カール・セーガン著／新潮社

ビヨンド
VISONS of the INTERPLANETARY PROBES

06

この写真集に納められた295点の写真は、地
球上から撮られたものではなく、探査船によ
って、それぞれの天体に近づいて撮影された
写真ばかり。ひとつとして同じような星はな
く、太陽系がじつににぎやかな表情をもって
いることがわかります。表紙は海王星と衛星
トリトン。マイケル・ベンソン著／新潮社

火星からのメッセージ
07

いまも火星の上には、スピリットとオポチュ
ニティという２台の探査車が走り回っていま
す。その２台が撮影した火星の風景写真を集
めたのがこの本。人間の目で見るのと、ほぼ
同じ色で表現されているそう。隣の星はいつ
のまにか、とても身近になっていました。ジ
ム・ベル著／ランダムハウス講談社

地球に向けて
アクセルを踏む

08

雑誌「天文ガイド」で連載されていたエッセ
イをまとめた本。『ゴムの惑星』に続く二冊目。
赤瀬川原平さんは「おもしろがる」天才です。
これを読んだら、誰でも星に興味が沸くので
は？　宇宙ステーションから皆既月食の話ま
で、おじさん目線で書かれた異色の天文書!? 
赤瀬川原平著／誠文堂新光社

365日空の旅
かけがえのない地球

09

10年間にわたり、空から地球を撮り続けた
プロジェクトの集大成。１日１枚。合計365
枚の空撮写真が、ページをめくるたびに目に
飛び込んできます。左頁のテキストも必読。
持続可能な地球を残すための活動も始めた著
者のメッセージが伝わります。ヤン・アルテ
ュス＝ベルトラン著／ピエ・ブックス

NHK 地球データマップ
世界の “今”から“未来”を考える

10

「わたしのケータイは遠くの世界の戦争とつ
ながっている？」。そんな見出しを見て読ま
ずにはいられなくなり、読んでいくと次から
次へと驚きのデータや世界のしくみの渦に放
り込まれる。世界と自分とのつながりが詰め
込まれた、楽しく、恐ろしい本。NHK「地球
データマップ」制作班編／日本放送出版協会

地球生活記
世界ぐるりと家めぐり

11

地球上にはいろいろな場所があって、それぞ
れの気候や風土、歴史や伝統に即した家があ
り、暮らしがある。言葉にするとこんなにも
平凡でつまらないけれど、1700枚を超える
写真はどの1枚をとっても平凡でつまならい
ものなんてなく、人の営みのたくましさを伝
えてくれます。小松義夫著／福音館書店

絵で見るある町の歴史
タイムトラベラーと旅する12,000年

12

石器時代から現代まで、なんと1万年以上定
点観測されたヨーロッパの川沿いの「ある町」
の姿。住民の生活様式や、変化していく町の
通史的パノラマがびっしりと描き込まれてい
ます。ページをめくる楽しさに溢れている絵
本。時間旅行が味わえます。アン・ミラード著、
スティーブ・ヌーン絵／さえら書房

集落の教え100
13

建築家である著者が20数年に渡る集落調査
を通して抽出した100の哲学的なフレーズ。
人間、集落、自然というフィルターを通して、
「ものごとの関係性」を考えるヒントがたくさ
ん詰まっています。キーフレーズに対応して
掲載された世界中の集落の写真も興味深く、
視野を広げてくれます。原広司著／彰国社

地球の食卓
世界24か国の家族のごはん

14

世界24カ国、30家族の1週間分の食材を写
真にて大公開。サハラ砂漠の質素だけれど、
自然と密着した食生活からアメリカのパッケ
ージだらけの食生活まで、食から見える文化
をリアルに伝えている。日本はというと、「腹
八分」的食文化だとか。ピーター・メンツェル、
フェイス・ダルージオ著／TOTO出版

長い旅の途上
15

写真家、星野道夫が綴った76篇のエッセイ。
著者が残した数ある写真集やエッセイ集はど
れも、人や自然、動物たちへの慈しみに溢れ、
本を通してそのまなざしに触れられることに
感謝の気持ちでいっぱいになる。地球の上で
限られた命を愛しんで生きよう。ごく自然に
そんな気持ちになる。星野道夫著／文藝春秋

NEW WAVES
16

言葉は無く、ただひたすらハワイ・ノースシ
ョアの波・波・波！　静かにページをめくっ
ていると、いつしか波が寄せては返すリズム
と同期し、そこに風が舞い、波音が聞こえて
くるような気がしてくるから不思議。サーフ
ィン好きなら、じっとしていられなくなるこ
と間違いなしです。ホンマタカシ著／パルコ

ちずのえほん　
17

子どもの心で地図を描いてみよう。おたから
のちず、こどもべやのちず、かぞくのちず、い
ちにちのちず、おなかのちず、いろのちず、ご
きんじょのちず、こころのちず、いぬのちず、
どうろのちず、かおのちず、うみのちず。表紙
カバーに隠された「わたしだけのちず」もお見
逃しなく。サラ・ファネリ著／フレーベル館

ボランティア未来論
私が気づけば社会が変わる

18

国際協力の現場を経験し、NGOや市民活動
に携わる著者が、ボランティアとは何かを考
えた本。良質な社会学の本でもあり、「海外ボ
ランティアとしての関わりは、私の問題とそ
れに連なる私たちの社会の問題に気づくため
のプロセスにすぎなかった」という言葉が心
に響きます。中田豊一著／参加型開発研究所

地球の上に生きる
19

衣食住、自分の生活を自分で獲得していく知
恵がぎっしり詰まった究極のHOW TO本。
30年近く前に書かれたヒッピーカルチャー
のバイブルですが、今見ても新鮮で刺激的。
できることからちょっとずつ、試していくう
ちに、「地球の上に生きる力」がついてきます。
アリシア・ベイ=ローレル著／草思社

社員をサーフィンに行かせよう
パタゴニア創業者の経営論

20

環境先進企業として有名なパタゴニアの創業
者が15年かけて書いた本。ビジネスを通じて地
球を守るという哲学を貫いてきた同社から、
これからのビジネスに必要なエコロジーとエ
コノミーを共存させる企業経営が学べる。何
よりも仕事中にサーフィンができるなんて！ 
イヴォン・シュイナード著／東洋経済新報社

世界を変える人たち
社会起業家たちの勇気とアイデアの力

21

世界というより、「世の中」を変えようと奮闘
する社会起業家たちの列伝。彼らの熱意と努
力たるや、「社会へ貢献することがビジネスに
つながればいいな」なんて生やさしいもので
はないけれど、原題の'How to Change the 
World'に、爽やかな希望を感じます。デービ
ッド・ボーンステイン著／ダイヤモンド社

キリンヤガ
22

都市化の波にさらされたアフリカの少数民族
が、楽園を求めて小惑星へと旅立つ物語。舞
台は未来の地球、求めたユートピアは古代の
文明社会。科学のない世界を再構築するとい
う小説の試みは極端だけれど、私たちが考え
るべきことのヒントがたくさん散りばめられ
ています。マイク・レズニック著／早川書房

屋上のとんがり帽子
月刊「たくさんのふしぎ」210号

23

ニューヨークにある「給水塔」を写真と絵で
楽しくわかりやすく紹介。ニューヨークの給
水塔ってみんな木製なのですね。世界中のい
たるところにあって、日常の風景に溶け込む
「とんがり帽子」は、遠く離れた異国の地と
自分とがどこかでつながっているように感じ
られます。折原恵著／福音館書店

エコトバ
 ecotoba

24

日本人が忘れてしまった大切なものを、もう
一度思い出してほしいという願いが込められ
た一冊。「勿体ない」「いただきます」「呑気」「腹
八分目」「道草」など、馴染みのある44の言
葉に目一杯のエコ心が感じられ、美しい里山
の写真にも心をうたれます。電通ECOプロ
ジェクト編、中乃波木写真／小学館
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プロジェクトの本

環 境 ・ 自 然

野や庭の昆虫
29

いわゆる昆虫図鑑ではありません。植物の視
点から視た昆虫ガイド。野や庭に咲く植物に
は、どんな昆虫が寄ってくるのか。タンポポ
にはキアゲハ、サクラにはヒメコガネといっ
たように、植物ごとにページが分かれている。
農作物も載っているので、農業の天敵を調べ
るのにも大活躍！ 中山周平著／小学館

おまけの人生
30

『ゾウの時間ネズミの時間』を書いた著者の
理論によると人間の寿命はせいぜい40年と
か。その後の人生は、医療技術の進歩がくれ
た「おまけの人生」。その人生をどう生きる
のか、道元禅師の教えをひもときながら考え
ます。現代人は時間の奴隷と言われてドキ
リ！　本川達雄著／阪急コミュニケーションズ

おうちで楽しむ
日本の行事

25

節分、お彼岸、七夕、お盆。日本には古来か
ら先人が大切にしてきた数々の行事がありま
した。それを旧暦24節季のカレンダーとと
もに詳しく紹介しています。イラスト入りで
分かりやすく、この本があれば、週末に子ど
もと一緒に家でたくさんの発見ができそうで
す。広田千悦子著／技術評論社

ヌカカの結婚
虫たちの不思議な性戦略

26

時にはおかしく、時には物悲しく、時には残
酷な、13組の男女の恋の物語。群がる求婚
者たちを石に変え、後で一人ずつ溶かして結
婚する娘の話をはじめ、奇譚ばかりですが、
すべて実話です。ただし虫の世界のお話。地
球上の生命の想像を絶する多様性に、開いた
口がふさがりません。森川幸人著／新紀元社

地球動物記
27

月ごとのカレンダーページには、一日一枚、
366日分の写真があります。つまり、良いシ
ョットを366枚選んだということだろう、と
思っていたら、これまでの蓄積のなかで、ち
ゃんとその日付に撮ったものを選んでいるの
だそうです。そうとは思えないほどの、傑作
の写真ばかり。岩合光昭写真／福音館書店

生物と無生物のあいだ
28

読み物として面白い科学書。生命とは何かと
いう、大きくて根源的な問いに向かっていく
ミステリーのよう。生命の成り立ちや運動に
ついて、その不思議と柔軟性について、流れ
について、分からないことをムズカシイこと
と遠ざけてしまうのは、なんともモッタイナ
イことなのです。福岡伸一著／講談社

人体透視図鑑
33

表紙からしてすごいインパクト。人の頭が完
全に分解されてますから。でも、中はもっと
すごい。カラダのあらゆる部分を輪切りにし、
透視し、すみずみまでつぶさに描き、ユーモ
アを交えて解説。人体は驚きに満ちています。
実は透視されている人物は著者自身。スティ
ーブン・ビースティ画／あすなろ書房

自然の実りがわかる本
完全有機農法で育てる菜園づくりの12カ月 

34

3月に始まり2月まで、1ヶ月毎詳しく菜園
での生活を追う。菜園をデザインし、種を蒔
き収穫し、堆肥を作る。農業以外にも、みそ
作りやニワトリのさばき方など、自給自足の
ノウハウがたくさん。都会でも自然暮らしや
旬をイメージするのに活躍する。新田穂高、
中村顕治、城ノ内まつ子著／山と渓谷社

ホネホネたんけんたい
31

鳥の目の中にはホネがある、人間のおちんち
んにはホネがない（サルにはあるらしい）、
クジラのヒレには指のホネがある……などな
ど、私たち脊椎動物のカラダを支えるホネの
ひみつにせまる写真絵本。さまざまな動物の
ホネ写真は、どれもユーモラスで美しい。西
澤真樹子、大西成明、松田素子著／アリス館

みんなのかお
32

日本中の動物園をめぐり、さまざまな動物た
ちを撮りまくり！　見開き１ページに21頭
（匹）の顔写真。ラクダもアライグマもアザ
ラシもウォンバットも、一頭一頭みんな違う
顔。そんなことあたりまえなのに、改めて見
るとホントに楽しい！　さとうあきら、とだ
きょうこ著／福音館書店

縄文人になる
縄文式生活技術教本

35

テレビもパソコンもないけれど、自然に寄り
添って暮らしていた縄文人は今よりずっと豊
かな心を持っていたらしい。そんな縄文的火
おこしの技や土器の作り方、衣食住のノウハ
ウを詳しく実用的に学べる一冊。読めば何が
起きてもへっちゃらな超ワイルドな地球人と
なっているはず。関根秀樹著／山と渓谷社

トコトンやさしい
石油の本

37

日頃お世話になっている石油だけれど、油田
の場所や地中からの掘り出し方すら知らない
人が多いのでは。この本は石油天然ガス・鉱
物資源機構をはじめとする石油業界のプロた
ちが書いた、いわば、石油についてのAtoZ。
世界の石油産業構造など、なるほどの63項
目です。藤田和男監修／日刊工業新聞社

もやしもん
38

酒造りや味噌造りに欠かせない「麹」をつく
る「もやし屋」の跡取り息子が農大に入学。
その跡取り息子は菌やウイルスが見えるとい
う能力の持ち主で……　と、ちょっと変わっ
た設定の漫画なのだけれど、さまざまな菌や
ウイルスの働き、その面白さ、奥深さを知る
ことができるのです。石川雅之著／講談社

樹皮ハンドブック
36

158種の樹木の樹皮図鑑。写真も編集もデザ
インもすべて筆者によるのだが、その分類の
仕方、情報の整理のされ方が素晴らしく、80
ページほどのコンパクトさで代表的な利用用
途などもカバーする。ハンディサイズで持ち
歩きに最適。身近な木、公園の樹木のことも
知りたくなります。林将之著／文一総合出版

温暖化の〈発見〉とは何か
39

地球温暖化に取り組む研究者たちの歴史書。
最近ようやく話題になってきた「地球温暖化」
は、実は何十年にも及ぶ科学者たちの、時に
は命懸けの調査や研究によって「発見」され
たということがよくわかる。原文はウェブサ
イトで公開され、今も改訂され続けている。
スペンサー･R･ワート著／みすず書房

割り箸はもったいない？
食卓からみた森林問題

40

大学の農学部で林学を学び、森林・林業をテ
ーマにした執筆活動を行ってきた著者が、割
り箸という最も身近な木材から森林問題や林
業の未来について考えます。間伐材やFSC認
証の割り箸が注目されている中、適切に木を
伐って有効に使うことで森林環境を守ること
の重要性を説いた本。田中淳夫著／筑摩書房

water［水:mizu］

41

07年、21_21 DESIGN SIGHTで 行 われた
「Water」展にあわせて出版された本。「水の惑
星」に生きていることがいかに「有り難い」こ
とか、驚くような水の性質や、人間との関わり
を通じて解き明かします。危機ではなく驚き
からのアプローチには共感するところ多し。
佐藤卓、竹村真一著／ワールドフォトプレス

天気のしくみ事典
「知」のビジュアル百科

42

天気にまつわるさまざまな事柄を科学、歴史、
文化の３つの視点で切り取った本書。まるで
博物館の中を歩くようにページがすすみま
す。気象現象がまだ今ほど科学的に解明され
ていなかった当時のイラストや写真も豊富
で、読み手を“4次元”の世界に誘う一冊です。
ブライアン・コスグローブ著／あすなろ書房

1秒の世界
45

環境問題から人体の驚異、宇宙の神秘まで、
世界の見方がガラリと変わる驚きの1秒を60
項目集録。テレビ化もされたロングセラービ
ジュアルブックです。世界は刻々と変化し、そ
の全ての変化が今この瞬間のあなたへと繋が
っています。山本良一責任編集、Think the 
Earthプロジェクト編・文／ダイヤモンド社

はるなつあきふゆ
43

季節がもし変化に乏しかったら、どんなに人
生はつまらなかったでしょう。シンプルな言
葉と躍動感溢れる絵で四季の移り変わりが描
かれた傑作絵本。木々も人も動物も、生命そ
のものを楽しんでいるかのよう。ところどこ
ろに差し込まれた四つ折りのページが圧巻。
ジョン・バーニンガム／ほるぷ出版

百年の愚行（普及版）
ONE HUNDRED YEARS OF IDIOCY

44

20世紀に人類が地球環境と自分自身に対し
て犯した愚行を100点の写真で振り返り、今
を見つめ直す1冊。決して消えない人類共通
の記憶がここに。池澤夏樹、アッバス・キア
ロスタミ、フリーマン・ダイソン、チョン・イー、
クロード・レヴィ=ストロースによるエッセイ
も必読。Think the Earthプロジェクト

いきものがたり
生物多様性11の話

49

私たち人間の存在そのものを支えている生物
多様性を、学者やまんが家などの“多様な視点”
で切り取った11篇。「生き物って面白い！」
と感動しつつ、「地球は人間だけのものじゃ
ない」というあたりまえのことに、改めて気
づく。山本良一企画監修、Think the Earth
プロジェクト編著／ダイヤモンド社

みずものがたり
水をめぐる7の話

50

水に目を向けることは、地球の不思議やそこ
に住む私たち自身の命に目を向けること。地
球温暖化による氷河の融解や海面上昇、洪水
や干ばつなど「水」をとりまく問題もクローズ
アップされている今だからこそ、知っておきた
い水の物語。山本良一企画監修、Think the 
Earthプロジェクト編著／ダイヤモンド社

気候変動＋2℃
47

国立環境研究所による温暖化シミュレーショ
ンをフリップブック形式で掲載。パラパラめ
くると衝撃の結末が……。未来を変えるため
に知っておきたい、地球温暖化の発見から今
に至る歴史、＋2℃で起こる気候変動の基礎知
識。山本良一責任編集、Think the Earthプ
ロジェクト編・文／ダイヤモンド社

えこよみ
48

日本人の感性とともに伝えられてきた暦（こ
よみ）、二十四節気・七十二候の美しい言葉とと
もに暮らしてみませんか？　季節の移ろいを
感じ、自然とのつながりを取り戻す、こよみ
絵本。ふとした時にめくると想像力がグンと
広がります。加藤久人著、植田真画、Think 
the Earthプロジェクト編／ブロンズ新社

世界を変える
お金の使い方

46

お金を入り口に世界と向き合うための本。お
財布の中の100円からはじまる50のアクシ
ョン集です。「お金の使い方」のヒントとな
る７つのコラムも収録。お金は未来への意志
や選択を伝える道具でもあるのです。どう使
いますか？　山本良一責任編集、Think the 
Earthプロジェクト編・文／ダイヤモンド社



My Think The Earth :  agroforestry

原田麻里子（Th㏌k the Earthプロジェクト　コーディネーター）

日系人移民と持続可能な農業
　今年日本は、ブラジル移民100周年を迎えます。
Think Daily「地球リポート」の取材を機に中南米の
国々を訪ね、アマゾンにも日系人がたくさん住んで
いることを実感しました。なかでもアマゾン下流域
の町トメアスは、農協組合員の９割以上が日系人。
休憩で立ち寄った食堂のお客さんが日本語で話しか
けてくる、なんてこともありました。
　そんなトメアスの日系人が30数年前から取り組ん
できたある農法が、いま注目を浴びています。名前
は “アグロフォレストリー”。自然の森の形態をまね
て、さまざまな種類の作物や樹木を混栽し、作物同
士がお互いに補い合って育つようにする農林業のや
り方で、森林農業ともいいます。もともと、単一栽
培で収量が落ちたピメンタ（胡椒）やパッション、
メロン等の代わりにカカオやコーヒーを栽培したと
き、陰木として経済的に価値のある樹木や果樹など
を植えたのがきっかけで始まったとのこと。今では、
南米各国から視察が訪れるようになりました。
　アグロフォレストリーは、森を守りながらそこに住

む人々が経済的に自立するための持続可能な農法とし
て、主に熱帯地域で取り組みが進んでいます。そのブ
ラジルモデルを先導しているのが、トメアスの日系人
の皆さんなのです。「収量は単一栽培に比べ少ないけ
れど、長い目で見れば土が健康でいられて焼き畑をし
なくても済むから良い」のだと、トメアス農協組合長
が流暢な日本語で話してくれました。
■アマゾンについての詳しいリポートを、Think 
Daily「地球リポート」に掲載しています。
www.ThinktheEarth.net/jp/thinkdaily/report/
　　 Think the Earth　地球リポート

My Think The Earth :  CSR 

猪飼麻由美（Th㏌k the Earthプロジェクト推進スタッフ　上海在住）

中国でのCSR 事情
　日本では04年が「CSR（企業の社会的責任）元年」
と言われたが、ここ中国ではまさに今、CSRへの注
目が高まっている時期と言えるだろう。今年3月、
上 海 で2日 間 に 渡 り 開 催 さ れ た「CSR China 
2008」では、GEやシーメンスなどのグローバル企
業や中国民間組織が参加し、中国におけるCSRにつ
いて多方面からの経験紹介、提言などがなされた。
中国におけるCSRは、06年辺りから民間組織によ
る活動も目立ち始めてきたが、中国に進出してきた
欧米・日系企業など既にCSR経験を持つ企業の牽引、
そしてオリンピックを目前に控えていることもあり、
政府や各種メディアによる後押しで、その言葉も社
会に認識されるようになってきている。
　中国では例えば学校建設のための寄付金は政府系
組織を通さなければならないなどの法的制約も多く、
本を寄付する場合も、政府指定もしくは検閲を受け
る、という中国ならではの特殊事情もある。
　多くの日系企業もCSRを視野に入れつつも、市場
の異なる中国では苦戦している場合がほとんどで、資

金・マンパワー・
情報不足から、寄
付・寄贈などでき
る範囲で、という
程度に留まってい
るのが実情だ。一
方、欧米系企業は
全面的にCSR活
動を打ち出し、中国社会における自社の存在価値を高
める努力を怠らない。世界各国企業がこれだけ集まる
と、やはりその特徴、傾向は顕著に表れてくるようだ。
上海に住み、仕事を始めてもうすぐ３年。今後もしば
らくは発展の一途を辿るであろうこの国の、CSRの動
向に注目していきたい。

■Think the Earthプロジェクトのスタッフが日々
思うこと、お知らせなどをブログでお届けしています。
www.ThinktheEarth.net/jp/staffBlog
　　 Think the Earth　スタッフブログ

My Think The Earth :  water

上田壮一（Th㏌k the Earthプロジェクト　プロデューサー）

水に流せない話
　朝起きて顔を洗い、歯を磨くことから始まり、炊事、
洗濯、トイレ、お風呂…と、私たちは一日中、水と関
わりながら暮らしている。「湯水のように使う」とか「水
に流す」なんて言葉もあるくらいで、日本に暮らして
いると水はあまりにもありふれた存在なので、その大
切さを感じる感性はどんどん鈍ってしまっているかも
しれない。
　しかし！　実は水は決してありふれた存在ではな
く、とんでもなく面白い物質なのだ。氷が水に浮くの
も、地球上に水が存在するのも、100℃という高い温
度まで液体の状態でいられるのも、植物が根から葉ま
で水を吸い上げることができるのも、全て水が他の物
質にはないユニークな性質を持っているからだ。また、
地球がいまよりちょっと太陽に近ければ海は干上がっ
てしまい、ちょっとでも遠ければ凍りついてしまう。
宇宙の中の地球の居場所も生命にとって絶妙な位置に
ある。そのおかげで地球が誕生して46億年の間、絶
えず地球上で水が循環し、生命進化の舞台となってき
た。私たち人間も、その進化の過程で生まれてきたわ

けで、極論すれば「水から生まれてきた」と言っても
いいかもしれない。
　その、まさに自分たち自身でもある水に対して、人
間は汚染やら無駄使いなどによってさまざまな問題を
引き起こしている。温暖化による気候変動が各地に水
災害をもたらすなど、人類は今後ますます水問題と向
き合わなければならなくなる。水問題は、生死を左右
する大問題。決して水に流せる話ではない。

Information

みずものがたり　
水をめぐる７の話
水の大切さについて、大人から子
どもまで楽しめるビジュアルブッ
ク。好評発売中です。
企画監修：山本良一（東京大学教授）
編著：Think the Earthプロジェクト
寄稿：今森光彦、沖大幹、星川淳、
ジェーン・グドール、しりあがり
寿ほか
発行：ダイヤモンド社
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米袋にビニールのテープを貼り重ねた
「雷 ×Think the Earth」の雷バッグ。
長野県にある福祉施設「OIDEYOハウス」とのコラボレーシ
ョンで生まれた「雷×Think the Earth」の雷バッグ。使用済
みの米袋にビニールのテープを1枚1枚手
作業で貼り重ねてつくられています。す
べて手作りの１点もの。ひとつと
して同じ柄はありません。作り手
たちが、いまの地球、いまの世界を
感じとり描いた、のびやかな色の重
なりをお楽しみください。
www.ThinktheEarth.net/jp/kaminari
　　 Think the Earth　雷バッグ

プロジェクトの活動をサポートする
個人会員アースコミュニケーター募集中。
ひとりでも多くの人が地球との関わりについて感じ、考え、
行動することで世界は変わる。この想いに共感し、プロジェ
クトの活動をサポートしてくださる個人会員を募集していま
す。勉強会・交流会へのご案内などもさせていただきます。
下記ホームページをご参照のうえ、ぜひご参加ください！
www.thinktheearth.net/jp/about/communicator.html

2008 年度パートナー企業（2008.4.10 現在　五十音順）
株式会社eTEN／株式会社NTTデータ／大塚チルド食品株式会社／オリンパス株式会社／カシオ計算機株式会社／
KDDI株式会社／シャープ株式会社／セイコーインスツル株式会社／株式会社 堀場製作所／株式会社リコー

リアルタイムの地球が見られる
携帯アプリ「live earth」。
宇宙からみたリアルタイムの地球を見ることができる携帯電
話のアプリケーション。静止気象衛星のデータから再現され
た全球の雲画像を１日４回更新できます。情報料（105円／
月）の一部は自然災害の被災地支援に活用
されています。※2008年4月現在、「au」
でのみご利用いただけます。
www.ThinktheEarth.net/jp/liveearth
　　 Think the Earth　ライブアース

毎日更新される、地球についての
情報発信コンテンツ「Think Daily」。
世界各地のリポーターから届く「地球ニュース」では、たと
えば、沖縄県那覇市の壁面緑化事業を伝える「ゴーヤーで温
暖化対策！」、デンマークのエネルギー会社とアメリカのイン
フラ整備会社が発表したネットワークプラン「余った風力で
電気自動車を」といった話題を紹介。災害・紛争地の緊急支
援情報、NPO/NGOのイベント告知版もあります。日々更新
される地球の話題に目を通してみてください。
www.ThinktheEarth.net/jp/thinkdaily
　　 Think the Earth　地球ニュース
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上海で開催されたCSR Ch㏌a 2008。


